参考様式第２号（別添１）

取組実績の詳細（新たな品種の導入による作期分散の実施状況）
１　平成27年産における作付実績
	品種名
	作付面積
	移植時期
（（例）○月上旬）
	収穫時期
（（例）○月中旬）

	
	平成26年
	平成27年
	
	

	
	
	計画
	実績
	
	

	
	ha
	ha
	ha
	
	

	
	ha
	ha
	ha
	
	

	
	ha
	ha
	ha
	
	

	
	ha
	ha
	ha
	
	

	
	ha
	ha
	ha
	
	

	合計
	
	
	
	－
	－


２　生産コスト低減効果の評価
（1） 狙っていた生産コスト低減効果等
	☑
	①　農機具費（償却費、修繕費など）の低減

	□
	②　その他（具体的に記載してください。）


· 計画時に記載の項目の□に✔を記載し、必要事項を記入してください。
（2） 取組による（１）の狙いに対する評価
	□　コストは低減された
	□　　変化なし
	□　コストは増加した

	


· コストは低減された、変化なし、コストは増加した、のいずれかの□に✔を記載し、そう判断するに至った結果についてできるだけ定量的（10a当たり労働時間○○時間減など）に記載してください。
（3） 新品種導入のために実施したその他の取組（コンタミ防止、出荷調整等）についても具体的に記載してください。
（4） 次作に向けた改善点及び今後のコスト低減に関する方針
	


· （２）の内容を踏まえて記載してください。
※　添付書類
・26年産及び27年産の出荷した品種が確認できる資料（出荷伝票、検査結果等）の写し
・作業日誌等の写し（作業内容、作業人数、作業時間が把握できるもの）
・「２（１）②その他」を選んだ場合は、そのコスト低減効果の評価内容が確認できる資料

